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＜考察＞
１．スプレッドシートを用いた自分の課題が

記録できる進捗表
・教師のフィードバックが終わった課題の状況
を記録できる。
・子どもは、小課題ごとに「これから」「取組中」
「完了」「聞きに来てOK」を選択する。
・スプレッドシートをスクリーンに同期しておく。
子どもはスクリーンを見るだけで、自他の進
度を確認することができ、より協働的な学び
へつながりやすくなった。
・スプレッドシートのタブから「今日のめあて」と
「振り返り」へアクセスできるようにしたことで、
自分の課題を記録したら、すぐに具体的な
めあてと振り返りを書くことができるように
なった。
・この進捗表を共同編集できる形にすることで、
記述に不安感がある子どもは友だちの記述
を参考にしながら記述できるようになった。

２．多様な形成的・総括的評価「Mastery 
Check」

・「Mastery Check」→小課題の内容を理
解しているか、正しく身についているか確認
するためのプリント
・外国語をコミュニケーションの道具として、
「伝えたいことを伝えることができているか」を
評価するために活用することができた。

上記のシートのタブから
「今日のめあて」「振り
返り」へアクセス

スプレッドシートを用いた自分の課題が記録できる進捗表

外国語（６年）

多様な形成的、総括的評価
「Mastery Check」

「Mastery Check」
・評価規準に則って子どもと１対１
のフィードバックができる。
・音声を聞いて回答するもの、動画を見
て回答するもの、Googleフォームで作
成したテストで答えるもの等がある。
・「実際の会話の様子を動画で撮影して
投稿する」「人に説明する資料を自由
に用意して発表する」といったものも
ある。


